
「光と風と夢」と『VAILIMA LETTERS』 :
その創作部分にみる中島敦の批判精神と創作方法の
変化

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 閻, 瑜

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://otsuma.repo.nii.ac.jp/records/6185URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

そ
の
創
作
部
分
に
み
る
中
島
敦
の
批
判
精
神
と
創
作
方
法
の
変
化

閻

瑜

は
じ
め
に

｢

光
と
風
と
夢｣

は
、
サ
モ
ア
と
い
う
南
海
の
小
島
で
生
涯
を
終
え
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
伝
記
と
い
え
る
作
品
で
あ
る
。
中
島
敦
は
一
九

四
一
年
六
月
、
喘
息
治
療
の
目
的
も
兼
ね
、
国
語
教
科
書
編
修
書
記
と
し
て
南
洋
庁
に
赴
任
し
た
。
南
洋
へ
赴
く
前
に
、
南
洋
生
活
へ
の
憧
憬

と
豊
か
な
想
像
力
で

｢

光
と
風
と
夢｣

を
書
き
上
げ
、
原
稿
を
深
田
久
彌
に
預
け
た
。
の
ち
、
深
田
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
翌
年
五
月
に

『

文
学

界』

に
掲
載
さ
れ
た

(

１)

。
中
島
が
四
二
年
三
月
に
南
洋
庁
か
ら
東
京
に
戻
っ
た
四
ヶ
月
後
、｢

山
月
記｣

や

｢

光
と
風
と
夢｣

な
ど
七
篇
の
作
品

を
収
録
す
る
最
初
の
単
行
本

(

２)

は

『

光
と
風
と
夢』

(

筑
摩
書
房
、
一
九
四
二
年
七
月)

と
い
う
書
名
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
小
説

｢

光
と

風
と
夢｣

は
分
量
と
し
て
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
三
百
枚
も
あ
り
、
中
島
の
完
成
し
た
作
品
の
な
か
で
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小

説
は
そ
れ
だ
け
彼
の
作
家
生
活
の
な
か
で
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

博
覧
強
記
の
中
島
が
数
多
く
の
西
洋
文
学
者
か
ら
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
朝
鮮
京
城
小
・
中
学
校
時
代

(

一
九
二
〇
〜
一
九
二
六)

に
は
、
す
で
に
総
督
府
図
書
館
の
洋
書
を
読
み
耽
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
全
集
の
年
譜
に
よ
る
と
、
一
九
三
三
年

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』
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ご
ろ

｢

英
文
学
を
研
究
す
る｣

こ
と
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
、
同
じ
く
肺
病
を
患
っ
て
い
る
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
興
味
を
持
ち
、
さ

ら
に
そ
の
行
動
と
理
念
に
共
鳴
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
九
年
夏
、
友
人
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
関
す
る
本
を
貸

し
て
も
ら
い
、
友
人
と
の
談
論
で
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
全
集
、
伝
記
や
、『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S
』

が
話
題
に
上
が
っ
た
と
い
う

(

３)

。
現

存
の
中
島
の
旧
蔵
書
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
著
書
が
五
冊
あ
る

(

４)

。
そ
の
う
ち
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
が
サ
モ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
に
送
っ
た

書
簡
集

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

が
あ
る
。
中
島
は
主
に
こ
れ
ら
の
書
簡
を
自
在
に
取
捨
選
択
し
、
変
更
を
加
え
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に

感
情
移
入
し
て

｢

光
と
風
と
夢｣

を
書
き
上
げ
、
自
分
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
像
を
作
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

｢

光
と
風
と
夢｣

に
は
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
サ
モ
ア
で
の
日
常
生
活
、
文
字
に
つ
い
て
の

悩
み
、
健
康
の
悪
化
、
白
人
た
ち
へ
の
抵
抗
、
サ
モ
ア
の
紛
争
を
な
く
す
た
め
の
奔
走
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、｢

光
と
風
と

夢｣

は
発
表
当
時
、
主
題
が
分
裂
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

(

５)

、
評
価
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
主
人
公
が
敵
国
で
あ
る
英
国
の
植
民
地

政
策
や
西
洋
の
近
代
主
義
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
の
植
民
地
政
策
を
謳
歌
す
る
と
い
う
時
局
性
が
あ
る
と
誤
読
さ
れ
て
い
た

(

６)

。
そ
し

て
、
時
代
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
荒
正
人
氏
は

｢

サ
モ
ア
島
の
土
民
と
の
交
渉
を
描
く
こ
と
で
、
西
欧
の
近
代

主
義
を
批
判
し
、
文
明
を
軽
蔑
し
、
原
始
の
自
然
を
讃
美
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
近
代
主
義
の
側
か
ら
の
戦
争
批
判
か
ら
も
自
由

で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
中
島
に
そ
ん
な
大
そ
れ
た
政
治
的
意
図
は
な
い｣ (

７)

と
い
う
よ
う
に
、｢

光
と
風
と
夢｣

の
作
者
に
は

｢

政
治
的
意
図
は

な
い｣

と
主
張
し
て
い
る
。
後
に
、
濱
川
勝
彦
氏
は
こ
の
作
品
に
は

｢

隠
れ
た
時
代
批
判
、
政
治
批
判
が
見
ら
れ
る｣ (

８)

と
指
摘
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
斎
藤
一
氏
に
よ
る
と
、
西
欧
植
民
地
へ
の
批
判
を
所
々
散
ら
ば
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

時
局
的｣

に

見
え
る
こ
と
が
中
島
敦
の
日
本
植
民
地
政
策
へ
の
批
判
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

(

９)

。
酒
井
優
里
氏
は
、｢

李
陵｣

な
ど
の
作
品
の

｢

反
戦

思
想｣

と
結
び
つ
け
、
作
品
中
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
白
人
批
判
を
強
調
し
、｢
光
と
風
と
夢｣

は
主
題
が
分
裂
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

｢

こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
、
反
戦
や
反
植
民
地
思
想
を
作
品
に
織
り
込
み
、
か
つ
検
閲
の
目
を
逃
れ
る
た
め
の
目
く
ら
ま
し｣

で
あ
り
、｢

反
戦
色

を
薄
め
る
た
め
に
他
な
ら
な
い｣ (�)

と
主
張
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
山
下
真
史
氏
に
よ
る
と
、｢

光
と
風
と
夢｣

は
戦
争
の
な
か
で
物
語
作
家

一
八
二



は
無
用
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
る
と
同
時
に
、
中
島
が
物
語
作
家
の
夢
を
断
念
し
、
社
会
批
判
を
秘
め
た
文
学
を
書
こ
う
と
す
る
タ
ー
ニ
ン

グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
作
品
で
も
あ
る

(�)

。

前
述
し
た
よ
う
に
、｢

光
と
風
と
夢｣

は
お
も
に
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
書
簡
集

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S
』

に
基
づ
い
て
書
き
上
げ
た
作

品
で
あ
る
。
中
島
の
創
作
部
分
に
注
目
す
る
と
、
サ
モ
ア
に
お
け
る
白
人
の
土
民
政
策
を
批
判
し
、
土
民
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
人
道
主
義

者
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
ほ
か
に
、
創
作
方
法
に
つ
い
て
悩
む
作
家
と
し
て
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
像
も
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
創
作
部
分
に
考
察

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
創
作
の
意
図
を
探
り
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

横
浜
高
等
女
学
校
の
同
僚
で
、
英
文
学
者
の
岩
田
一
男
氏
は
、｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S
』

と
の
綿
密
な
比
較
を
行

い
、
作
品
に
お
け
る
書
簡
に
対
す
る
取
捨
選
択
や
中
島
の
変
更
と
創
作
の
部
分
を
明
ら
か
に
し
た

(�)

。
し
か
し
、
創
作
部
分
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、

中
島
敦
の
作
品
創
作
の
意
図
や
時
代
意
識
を
探
求
す
る
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
ま
だ
不
十
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で

は
、
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
書
簡

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

と
中
島
の
作
品

｢

光
と
風
と
夢｣

と
の
相
違
点
に
焦

点
を
あ
て
、
こ
れ
を
そ
の
時
代
背
景
と
結
び
つ
け
、
作
者
の
書
簡
・
日
記
・
手
帳
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
彼
の
時
代
意
識
お
よ
び
創
作
方
法
の
変

化
を
追
究
し
た
い
。

一
、｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
L
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

と
の
比
較

作
品
は
全
部
で
二
十
章
あ
り
、
日
記
形
式
の
一
人
称
と
傍
白
の
三
人
称
が
交
互
に
綴
ら
れ
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
南
洋
生
活
記
で
あ
る
。
岩

田
一
男
氏
の
先
行
研
究

(�)

を
踏
ま
え
、｢

光
と
風
と
夢｣

を

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

と
比
較
し
、
中
島
敦
が
創
作
し
た
部
分
を
分
析
し
た
。

｢

光
と
風
と
夢｣

に
お
け
る
創
作
部
分
を
通
覧
す
る
時
に
、
以
下
の
三
つ
の
特
徴
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
、
創
作
の
分
量
か
ら
い
う

と
、
後
半
は
前
半
と
違
い
、
創
作
の
部
分
が
大
幅
に
増
え
る
。
第
二
、
創
作
の
方
法
か
ら
い
う
と
、
初
め
は
事
実
を
尊
重
し
、
選
択
・
配
列
・

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

一
八
三



結
合
と
い
う
方
法
を
と
り
、
ほ
と
ん
ど
想
像
を
ま
じ
え
ず
、
物
語
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
後
半
に
な
る
と
、
作
者
中
島
の
感
情
移
入

が
は
げ
し
く
な
る
に
つ
れ
、
原
典
を
離
れ
、
想
像
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
第
三
、
創
作
の
内
容
か
ら
い
う
と
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に

中
島
の
感
情
を
託
し
、
西
洋
文
明
へ
の
批
判
と
作
品
創
作
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
る
部
分
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
部
分
、
つ
ま
り
文
明
批

判
と
作
家
生
活
に
関
す
る
部
分
を
以
下
の
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

一
八
四

章

創
作
量

創
作
テ
ー
マ

創
作
内
容

二

約
二
一
二
字

文
明
批
判

野
性
的
で
逞
し
い
南
洋
豚
は

｢

文
明
の
た
め
に
去
勢｣

さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豚
と
違
う

六

約
三
四
字

文
明
・
白
人
当
局
批
判

白
人
当
局
の
囚
人
の
扱
い
方
に
憤
慨
し
、
西
洋
文
明
が

｢

破
廉
恥｣

で

｢

野
蛮｣

と
批
判

九

全
章
、

約
二
七
二
九
字

文
学
観
、
作
家
と
い
う

自
意
識

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
文
学
の
本
質
、
お
よ
び
彼
の
作
家
と
し
て
の
自
覚

十

約
三
二
三
字

文
学
者
と
し
て
の
自
意
識

マ
タ
ー
フ
ァ
に
精
神
的
援
助
し
か
与
え
な
い
こ
と
に
対
し
て
文
学
者
の
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
る

十

約
二
〇
八
字

文
明
批
判

シ
ド
ニ
ー
の
よ
う
な

｢

文
明
世
界
の
大
都
市
の
中
で
窒
息
し
そ
う
だ｣

と
騒
音
と
機
械
の
音

に
嫌
悪
を
覚
え
る
と
共
に
、
サ
モ
ア
の
緑
を
賛
美

十
一

約
二
五
八
一
字

作
家
と
い
う
自
意
識

第
九
章
の
敷
衍
。
自
分
が
物
語
作
家
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

十
二

約
八
四
字

文
学
者
と
し
て
の
自
意
識

戦
争
に
対
す
る
文
人
の
無
力
を
嘆
く

十
六

約
二
一
七
三
字

文
学
観

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
作
品
に
対
す
る
批
判
、
性
格
的
・
心
理
的
小
説
お
よ
び
ゾ
ラ
の
写
実
主

義
に
対
す
る
意
見
、｢

筋
の
な
い
小
説｣

に
つ
い
て
の
考
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
下
手
な
小
説
と

フ
ラ
ン
ス
の
巧
い
小
説
に
つ
い
て
の
感
想

十
九

約
一
一
一
〇
字

作
家
と
い
う
自
意
識

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
自
分
の
一
生
を
嘲
笑
す
る
が
、
自
分
の
創
作
の
技
術
に
自
信
を
持
っ
て
い
る

十
九

約
二
三
九
八
字

文
学
観

告
白
的
な
小
説
を
批
判
し
た
後
、
自
分
の
過
去
に
自
信
が
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
小
説
は

書
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
物
語
を
書
く
こ
と
は
生
活
の
中
心
で
あ
る
と
思
う

十
九

約
五
六
九
字

西
洋
文
明
批
判

優
越
感
を
持
つ

｢

白
人
種
の
文
学｣
と
特
別
な
基
準
を
作
り
あ
げ
る

｢

西
欧
文
明｣

を
批
判

十
九

約
一
八
八
八
字

文
明
批
判

文
明
社
会
を
敵
視
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
を
五
人
も
作
り
あ
げ
る



上
記
の
創
作
部
分
以
外
に
、
原
典
ど
お
り
に
記
し
た
後
に
、
数
行
の
説
明
・
敷
衍
・
抒
情
・
比
喩
な
ど
を
付
け
加
え
る
手
法
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
第
八
章
の
響
い
て
く
る
笛
の
音
に
つ
い
て
の
描
写
、
第
十
章
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
紛
争
に
つ
い
て
の
敷
衍
、
第
十
二
章
の
戦
争
に

対
す
る
文
人
の
無
力
さ
に
つ
い
て
の
悲
嘆
、
お
よ
び
第
十
四
章
に
お
い
て
は
、
大
勢
の
客
を
津
波
の
襲
来
と
喩
え
る
な
ど
の
部
分
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
創
作
の
ほ
か
に
、
第
二
十
章
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
臨
終
・
葬
儀
の
場
面
の
よ
う
に
、
原
典
に
基
づ
き
、
想
像
を
交
え
て
書
き

換
え
る
方
法
も
あ
る
。

中
島
敦
の
創
作
部
分
に
注
目
す
る
と
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
自
分
の
分
身
と
し
て
、
西
欧
文
明
へ
の
敵
視
を
表
す
と
同
時
に
、
自
分
の
作
品

創
作
や
当
時
の
文
壇
に
つ
い
て
評
論
す
る
内
容
が
特
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、
西
洋
文
明
へ
の
蔑
視
と
日
本
植
民
地
政
策
へ
の
批
判

中
島
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
通
し
て
、
植
民
地
に
お
け
る
西
欧
文
明
の
優
越
感
や
特
殊
な
評
価
方
法
へ
の
蔑
視
を
存
分
に
表
現
し
て
い
る
。

ま
ず
、
作
中
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
南
洋
の
自
然
の
逞
し
さ
を
賛
美
し
、
西
洋
の

｢

文
明｣

に
対
す
る
蔑
視
と
批
判
を
述
べ
て
い
る
。

例
え
ば
、
喘
息
に
悩
み
、
健
康
回
復
の
た
め
に
南
洋
に
行
っ
た
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
、
美
し
い
自
然
と
肉
体
労
働
に
よ
る
爽
快
感
を
満
喫
し
、

野
性
に
富
ん
だ
南
洋
の
豚
に
も
感
心
し
て
い
る
。

欧
羅
巴

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
豚
の
や
う
な
、
文
明
の
た
め
に
去
勢
さ
れ
て
了
つ
た
も
の
と
は
、
全
然
違
ふ
。
実
に
野
生
的
で
活
力
的
で
逞
し
く
、
美
し
い
と

さ
へ
言
つ
て
い
ゝ
か
も
知
れ
ぬ
。

｢

光
と
風
と
夢｣

と
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ほ
か
に
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
サ
モ
ア
島
を
離
れ
、
五
週
間
ぐ
ら
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
シ
ド
ニ
ー
に
出
か
け
た
際
、
南
洋
の
自
然
風
景

を
思
い
出
し
、
次
の
よ
う
に
叫
び
出
す
。

文
明
世
界
の
大
都
市
の
中
で
は
窒
息
し
さ
う
だ
。
騒
音
の
煩
は
し
さ
！

金
属
の
ぶ
つ
か
り
合
ふ
硬
い
機
械
の
音
の
、
い
ら
だ
た
し
さ
！

こ
れ
は
文
明
に
よ
っ
て
逞
し
さ
と
美
し
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
批
判
、
お
よ
び
大
自
然
へ
の
憧
憬
と
讃
美
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
は
、｢

白
人
文
明
を
以
て
一
の
大
な
る
偏
見
と
看
做
し｣

、
西
洋
の

｢

文
明｣

を
皮
肉
り
、
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は

｢

白
人
種
の
文
学｣

を
自
分
の

｢
縄
張
を
設
け
、
自
分
の
嗜
好
を
神
聖
な
る
規
制
の
如
き
も
の
に
迄
祭
上
げ｣

、｢

優
越
を
誇
つ
て
ゐ
る
や
う
に

見
え
る｣

と
感
じ
て
い
る
。
文
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、｢

西
欧
文
明｣

は
、
あ
る

｢

特
殊
な
標
準
め

や

す｣

を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を

｢

絶
対
普
遍
の
も
の｣

と
信
じ
、
す
べ
て
の
地
域
の
人
間
や
生
活
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
評
価
法
で
は
、
南
洋
の
島
民
の

｢

人
格
の
美
点｣

や

｢

生
活
の
良
さ｣

が
全
く
分
か
ら
な
く
な
る
。

サ
モ
ア
島
の
島
民
は
白
人
の
政
治
政
策
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
り
、
頻
繁
に
騒
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
。
白
人
当
局
は
あ
る

｢

乱
暴
極
ま

る
措
置｣

を
思
い
つ
く
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
牢
の
下
に
仕
掛
け
、
襲
撃
を
受
け
た
場
合
、
暴
徒
も
囚
人
も
共
に
爆
破
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
の
噂
が
広
が
っ
て
し
ま
い
、
島
民
に
よ
る
反
乱
を
恐
れ
た
政
府
は
、
突
如
囚
人
た
ち
を
ほ
か
の
島
へ
移
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
大
い
に
憤
慨
す
る
。

大
人
し
く
服
罪
し
て
ゐ
る
者
を
爆
破
し
よ
う
と
い
ふ
の
は
勿
論
言
語
道
断
だ
が
、
勝
手
に
禁
錮
を
流
罪
に
変
更
す
る
の
も
随
分
目
茶
な
話

だ
。
斯
う
し
た
卑
劣
と
臆
病
と
破
廉
恥
と
が
、
野
蛮
に
臨
む
文
明
の
典
型
的
な
姿
態

す

が

た

で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
箇
所
か
ら
、
中
島
の
分
身
で
あ
る
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
、｢

白
人
種
の
文
学｣
｢

西
欧
文
明｣

が
設
け
た

｢

特
殊
な
標
準｣

と

｢

野
蛮

的
、
偽
善
的｣

な

｢

西
欧
文
明｣

を
徹
底
的
に
批
判
し
、
島
民
の
素
朴
な
美
意
識
と
人
格
を
擁
護
す
る
強
い
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
作
中
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
は
南
洋
滞
在
中
、
文
明
社
会
を
離
れ
、
南
洋
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
五
人
に
出
会
う
。
こ
の

五
人
は
全
て
中
島
が
作
り
あ
げ
た
人
物
で
あ
る
。
一
人
目
は
英
国
一
流
の
大
学
を
出
て
い
る
が
、｢

文
明
社
会
を
故
意
に
白
眼
視
し｣

、｢

南
海

の
風
光
、
生
活
、
気
候
、
航
海
を
愛｣

す
る
た
め
、
南
洋
に
残
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
人
、
二
人
目
は
バ
ア
ン
ズ
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
二
冊
を

友
と
し
て
南
洋
に
住
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
人
、
三
人
目
は
島
々
で
放
浪
生
活
を
送
り
続
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
四
人
目
は
ア
ペ
マ
マ
の
独

裁
者
だ
っ
た
吟
遊
詩
人
、
五
人
目
は
自
国
の
衰
亡
を
静
か
に
諦
観
し
、
哲
学
者
・
社
会
学
者
の
ハ
ア
バ
ア
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
を
読
み
耽
る
ハ
ワ

イ
の
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
。
五
人
と
も
文
明
社
会
が
重
要
視
す
る
利
益
や
権
利
を
軽
視
し
、
人
生
を
諦
観
も
し
く
は
達
観
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。

こ
の
教
養
人
達
は
文
明
社
会
の
基
準
か
ら
外
れ
た
存
在
に
見
ら
れ
る
が
、
逆
に
彼
ら
は
こ
の
態
度
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
文
明
社
会
に
抵
抗
す

る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
彼
ら
を
作
り
あ
げ
た
作
者
中
島
敦
の
考
え
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。

｢

光
と
風
と
夢｣

以
前
の
第
一
高
等
学
校
時
代
の
習
作
か
ら
は
、
日
本
植
民
地
政
策
へ
の
批
判
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、｢

巡
査
の
居
る
風

景

一
九
二
三
年
の
一
つ
の
ス
ケ
ッ
チ

｣
と

｢
Ｄ
市
七
月
叙
景

(

一)｣

は
、
植
民
地
と
し
て
の
朝
鮮
と
満
州
の
大
連
を
描
い
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
中
島
の
植
民
地
制
度
へ
の
懐
疑
、
支
配
者
へ
の
批
判
と
被
支
配
者
へ
の
同
情
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。｢

巡
査
の

居
る
風
景｣

と
同
時
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
時
代
批
判
を
隠
す
た
め

｢

毒
消
し｣

と
中
島
自
身
に
呼
ば
れ
て
い
る
習
作

｢

蕨
・
竹
・
老
人｣

に
お

い
て
も
、
日
本
軍
国
主
義
へ
の
反
感
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
中
島
敦
の
初
期
習
作
だ
が
、
勝
又
浩
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
を
描
い
た
日
本
の
作
家
・
作
品
全
体
の
な
か
に
置
い
て
み
れ
ば
、
中
島
敦
の
植
民
地
文
学
は
、
朝
鮮
と
朝

鮮
人
、
満
洲
と
満
洲
人
民
へ
の
理
解
が
同
時
代
の
な
か
で
は
群
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る

(�)
と
い
え
よ
う
。

｢

光
と
風
と
夢｣

の
脱
稿
後
、
中
島
は
南
洋
庁
に
赴
任
し
、
南
洋
諸
島
各
地
の
公
学
校
の
視
察
に
出
か
け
、
日
本
植
民
地
政
策
下
の
南
洋
土

民
の
生
活
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
民
た
ち
に
同
情
し
、
益
々
愛
す
る
よ
う
に
な
る
一
方
、
植
民
地
政
策
に
対
す
る
不
満
と
批
判
は
募
っ
て

｢

光
と
風
と
夢｣

と
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い
く
。
彼
は
自
分
の
感
想
を
家
族
宛
の
書
簡
や
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。
数
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
九
四
一
年
十
二
月
二
日
付
妻
宛
の
書
簡

｢

こ
の
公
学
校
の
教
育
は
、
ず
ゐ
ぶ
ん
、
ハ
ゲ
シ
イ

(

と
い
ふ
よ
り
ヒ
ド
イ)

教
育
だ
。
ま
る
で

人
間
の
子
を
あ
つ
か
つ
て
ゐ
る
と
は
思
へ
な
い｣

と
い
う
考
え
か
ら
も
、
南
洋
に
お
け
る
植
民
地
政
策
推
進
へ
の
軽
蔑
、
当
地
の
植
民
地
教
育

政
策
へ
の
批
判
と
土
人
へ
の
同
情
が
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る
。

同
年
十
一
月
六
日
付
で
父
田
人
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、｢

現
下
の
時
局
で
は
、
土
民
教
育
な
ど
、
殆
ど
問
題
に
さ
れ
て
を
ら
ず
、
土
民
は
労

働
者
と
し
て
、
使
ひ
つ
ぶ
し
て
差
支
へ
な
し
と
い
ふ
の
が
為
政
者
の
方
針
ら
し
く
見
え
ま
す
、
之
で
、
今
迄
多
少
は
持
つ
て
ゐ
た
、
此
の
仕
事

へ
の
熱
意
も
、
す
つ
か
り
失
せ
果
て
ま
し
た｣

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
教
科
書
編
纂
と
島
民
の
教
育
政
策
へ
の
不
満
を
洩
ら
し
て

い
る
。

ま
た
、
同
年
十
二
月
十
日
付
で
長
男
桓
に
宛
て
た
絵
葉
書
に
は
、
南
洋
群
島
の
植
民
地
支
配
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
り
、｢

砂
糖
王｣

と
呼

ば
れ
た
松
江
春
次
の
銅
像
に
つ
い
て
は
、｢
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
の
で
す｣

と
い
う
言
葉
遣
い
に
は
、
松
江
春
次
と
植
民
地
支
配
へ
の
嫌
悪

と
反
発
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
中
島
の
一
九
四
一
年
の
手
帳
に
残
っ
て
い
る
、
南
洋
庁
地
方
課
に
お
け
る
教
科
書
編
纂
に
つ
い
て
の
会
議
内
容
と
見
ら
れ
る
メ
モ
、

｢

奴
隷
的
駆
使
に
非
ざ
る
自
発
的
労
働
力
提
供
を
目
ざ
さ
ん
と
す
。
そ
の
基
礎
と
し
て
の
道
徳
心
養
成｣

に
お
い
て
は
、
彼
の
南
洋
の
教
育
制

度
に
対
す
る
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
四
一
年
十
二
月
八
日
の
日
記
に
は
、｢

島
木
健
作
の
満
洲
紀
行
を
読
む
、
面
白
し
。
蓋
し
、
彼
は
現
代
の
良
心
な
る
か｣

と
記
し

て
い
る
。『

満
洲
紀
行』

(

創
元
社
、
一
九
四
〇
年
四
月)

は
島
木
健
作
が
満
洲
視
察
に
出
か
け
た
時
の
見
聞
録
で
あ
る
。
実
際
に
見
聞
し
た
こ

と
が
、
満
洲
が
夢
の
国
で
あ
る
と
い
う
日
本
国
内
の
宣
伝
と
異
な
る
た
め
、
満
洲
国
植
民
地
化
政
策
に
対
す
る
疑
問
と
異
議
を
覚
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
中
島
の
日
記
か
ら
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
言
論
を
発
し
て
い
る
こ
と
を

｢

現
代
の
良
心｣

と
賞
賛
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
八



南
洋
か
ら
戻
っ
た
後
、
南
洋
生
活
に
基
づ
い
て
書
き
上
げ
た

｢

マ
リ
ヤ
ン｣

は
、
植
民
地
政
策
の
犠
牲
者
と
い
え
る
コ
ロ
ー
ル
島
第
一
の
イ

ン
テ
リ
の
土
民
女
性
に
つ
い
て
慨
嘆
し
て
い
る
。｢

ナ
ポ
レ
オ
ン｣

は
不
良
少
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
通
し
て
為
政
者
に
対
す
る
不
満
さ
え
表
し
て

い
る

(�)
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
日
本
植
民
地
政
策
に
対
す
る
不
満
と
批
判
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
後
、
李
陵
、
司
馬
遷
、
蘇
武
と
い
う
三
人
の

悲
惨
な
運
命
が
織
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る

｢

李
陵｣

に
お
い
て
、
中
島
は
日
本
の
戦
争
中
の
状
況
を
隠
喩
的
に
描
い
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
の

後
の

｢

名
人
伝｣
に
お
い
て
も
、
直
接
に
日
本
植
民
地
政
策
や
戦
争
を
批
判
し
な
い

｢

無
為｣

に
よ
っ
て
、
時
局
へ
の
最
大
の
批
判

｢

為｣

を

表
し
、｢

至
為
無
為｣
つ
ま
り

｢

不
射
之
射｣

の
方
法
で
時
代
批
判
を
行
っ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
中
島
は
初
期
の
習
作
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
批
判
精
神
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
創
作
活
動
後
期
の

｢

李
陵｣

｢

名
人
伝｣

に
至
る
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
時
代
批
判
の
精
神
が
脈
々
と
つ

な
が
っ
て
い
る

(�)
。
山
下
氏
の
見
方
と
は
異
な
る
が
、｢

光
と
風
と
夢｣

は

｢

社
会
批
判
を
秘
め
た
文
学
を
書
こ
う
と
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
作
品｣

で
は
な
く
、
そ
の
流
れ
の
中
の
一
作
と
い
え
よ
う
。

｢

光
と
風
と
夢｣

が
創
作
さ
れ
た
一
九
四
一
年
、
お
よ
び
作
品
が

『

文
学
界』

に
掲
載
さ
れ
る
一
九
四
二
年
ご
ろ
の
日
本
文
壇
に
お
い
て
は
、

西
洋
人
に
西
洋
文
明
や
植
民
地
政
策
を
批
判
さ
せ
、
日
本
植
民
地
主
義
と
は
違
う
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
西
洋
作
品
の
翻
訳
が

数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
戦
争
賛
美
と
は
違
っ
た
意
味
に
お
い
て

｢

時
局
的｣

だ
と
い
え
る

(�)

。
中
島
の
分
身
で
あ
る
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス

ン
は
、｢

文
明｣

で
は
な
く
、｢

野
蛮｣

、｢

破
廉
恥｣

的
な
西
洋
文
明
を
強
く
批
判
し
、
サ
モ
ア
島
に
お
け
る
白
人
の
植
民
地
統
治
へ
の
不
満
を

示
し
て
い
る
。
中
島
の
南
洋
滞
在
中
の
家
族
宛
の
書
簡
や
日
記
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
さ
ら
に
第
一
高
等
学
校
時
代
の
反
植
民
地
的
な
習
作
や
そ

の
後
の
作
品
と
併
せ
て
考
察
す
る
と
、｢

光
と
風
と
夢｣

は
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
西
洋
文
明
批
判
を
通
じ
て
、
中
島
の
日
本
植
民
地
政

策
へ
の
批
判
を
表
そ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

一
八
九



三
、
創
作
方
法
に
つ
い
て
の
思
考
・
作
家
と
い
う
宿
命

｢

光
と
風
と
夢｣

の

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S
』

に
対
す
る
創
作
部
分
の
う
ち
、
分
量
か
ら
み
る
と
、
物
語
作
家
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
つ

い
て
の
描
写
が
最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
、
中
島
自
身
の
文
学
観
や
創
作
方
法
と
作
家
と
し
て
の
自
意
識
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

(

一)

創
作
方
法
の
定
着

｢

光
と
風
と
夢｣

に
お
い
て
は
、
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
中
島
自
身
の
文
学
観
を
語
ら
せ
て
い
る
。

｢

筋
の
無
い
小
説｣

と
い
ふ
不
思
議
な
も
の
に
就
い
て
考
へ
て
見
た
が
、
よ
く
解
ら
ぬ
。
文
壇
か
ら
余
り
に
久
し
く
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
た

め
、
私
に
は
最
早
若
い
人
達
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
く
な
つ
て
了
つ
た
の
だ
ら
う
か
。
私
一
個
に
と
つ
て
は
、
作
品
の

｢

筋｣

乃
至

｢

話｣

は
、
脊
椎
動
物
に
於
け
る
脊
椎
の
如
き
も
の
と
し
か
思
は
れ
な
い
。｢

小
説
に
於
け
る
事
件｣

へ
の
蔑
視
と
い
ふ
こ
と
は
、
子
供
が
無
理
に

大
人
つ
ぽ
く
見
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
に
示
す
一
つ
の
擬
態
で
は
な
い
の
か
？

自
然
主
義
系
統
の
体
験
告
白
的
私
小
説
へ
の
嫌
悪
、
芥
川
龍
之
介
が
主
張
し
て
い
た

｢

筋
の
無
い
小
説｣

と
い
う
文
学
観
へ
の
批
判
で
あ
る

と
同
時
に
、
小
説
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
思
考
と
も
い
え
よ
う
。
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
代
弁
者
と
し
て
い
る
中
島
は
、
真
剣
に
小
説
の

創
作
方
法
を
考
え
、
物
語
を
重
視
し
、
そ
の
実
践
と
し
て

｢

光
と
風
と
夢｣
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筋
の
な
い
と
い
う
表
現
は
、
芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎
の
間
で
行
わ
れ
た

｢
小
説
の
筋
論
争｣ (�)
の
こ
と
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。｢

筋
の
面

白
さ｣

や

｢

構
造
的
美
観｣

を
強
調
す
る
谷
崎
の
観
点
に
対
し
、
芥
川
は
、
小
説
の
価
値
を
決
め
る
も
の
は
話
の
長
短
や
奇
抜
さ
で
は
な
く
、

一
九
〇



｢
材
料
を
生
か
す
為
の
詩
的
精
神
の
如
何｣

と

｢

詩
的
精
神
の
深
浅｣

が
大
切
で
あ
り
、｢

筋
の
無
い
小
説｣

、｢

詩
に
近
い
小
説｣

の
純
粋
性
を

称
賛
し
た
。
さ
ら
に
、
谷
崎
の

｢

文
学
に
於
い
て
最
も
構
成
的
な
も
の
を
小
説
と
す
る｣

と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
芥
川
は

｢

文
芸
的
な
、
余

り
に
文
芸
的
な｣

に
お
い
て
、｢｢

凡
そ
文
学
に
於
い
て
構
造
的
美
観
を
最
も
多
量
に
持
ち
得
る
も
の｣

は
小
説
よ
り
も
寧
ろ
戯
曲
で
あ
ら
う｣

と
述
べ
て
い
る
。
五
年
後
、
中
島
敦
は
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文

『

耽
美
派
の
研
究』

の

｢

第
四
章

谷
崎
潤
一
郎
論｣

の
中
で
、｢

小
説
の
筋
論
争｣

に
お
け
る
両
氏
の
発
言
を
意
識
し
、｢

私
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
文
学
に
於
い
て
最
も
構
成
的
力
量
を
必
要
と
す
る

も
の
は
、
戯
曲

劇

で
あ
る｣

と
書
い
て
い
る
。
中
島
は
大
学
に
在
学
中
か
ら
、｢

小
説
の
筋
論
争｣

に
関
心
を
示
し
、
谷
崎
の
論
点

に
反
駁
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
芥
川
の

｢

文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な｣

を
参
考
と
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
実
際
、
大
学
卒
業

か
ら
二
年
経
っ
た
頃
は
、
芥
川
の

｢
蜃
気
楼｣

｢

歯
車｣

と
同
じ
よ
う
な
筋
の
な
い
、
あ
る
い
は

｢

話｣

ら
し
い
話
の
な
い
、
自
伝
的
小
説

｢

狼
疾
記｣

｢

か
め
れ
お
ん
日
記｣

を
創
作
し
た

(�)
。

と
こ
ろ
が
、
創
作
方
法
の
模
索
期
を
経
て
｢
光
と
風
と
夢｣

を
執
筆
す
る
時
期
に
な
る
と
、
小
説
創
作
に
つ
い
て
の
考
え
が
変
わ
っ
た
。
小

説
の

｢

筋｣

は

｢

脊
椎
動
物
に
於
け
る
脊
椎
の
如
き
も
の｣

で
、
中
軸
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、｢

小
説
に
於
け
る
事
件｣

を
蔑
視
す
る
こ
と

は
、｢

子
供
が
無
理
に
大
人
つ
ぽ
く
見
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
に
示
す
一
つ
の
擬
態｣

と
見
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
小
説
に
お
け
る

｢

筋｣

・

｢

事
件｣

の
重
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
島
敦
は
初
期
習
作
の
時
期
か
ら
創
作
方
法
を
探
り
続
け
、
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
初
期
習
作
は
耽
美
・
写
実
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な

要
素
を
備
え
て
い
る
が
、
唯
一
の
長
編

｢

北
方
行｣

は
過
度
な
自
意
識
に
縛
ら
れ
、
物
語
が
展
開
で
き
ず
に
挫
折
し
て
し
ま
う
。
の
ち
の
自
伝

的
小
説

｢

狼
疾
記｣

｢

か
め
れ
お
ん
日
記｣

は
、
形
而
上
学
的
苦
悩
の
泥
沼
に
益
々
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
物
語
性
が
全
く
な
い
と
言
っ
て
も
い

い
。
二
年
の
沈
黙
後
、
中
島
は
自
分
の
思
い
を
沙
悟
浄
に
託
し
、『

わ
が
西
遊
記』

の
中
の
一
篇

｢

悟
浄
歎
異｣

を
作
成
し
た
。｢

悟
浄
歎
異｣

は
彼
が
始
め
て
既
成
の
素
材
に
基
づ
い
て
創
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
後
の

｢
光
と
風
と
夢｣

で
は
、
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
創
作
方

法
に
つ
い
て
の
認
識
を
語
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
島
は
、
小
説
と
は
何
か
と
、
真
剣
に
小
説
の
創
作
方
法
を
考
え
、
そ
の
実
践
と
し
て

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

一
九
一



｢
光
と
風
と
夢｣

を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
直
後
に
書
き
上
げ
た

｢

山
月
記｣

や
南
洋
か
ら
戻
っ
た
後
に
創
作
し
た
南
洋
物
、
お
よ
び
最
後
の

｢

弟
子｣

｢

李
陵｣

｢

名
人
伝｣

な
ど

は
、
み
な
物
語
性
を
備
え
、
事
件
の
展
開
が
見
ら
れ
る
も
の
に
な
る
。
こ
れ
は
漢
籍
、
南
洋
の
伝
説
と
い
っ
た
原
典
を
下
地
に
す
る
こ
と
で
実

現
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
中
島
文
学
を
通
観
す
る
際
、｢

筋｣

・｢

事
件｣

を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
創
作
方
法
の
変
化
は
、
彼
の

創
作
活
動
に
お
け
る
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

(

二)

作
家
と
い
う
宿
命

中
島
敦
は

｢

光
と
風
と
夢｣
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
託
し
、
作
家
に
な
る
と
い
う
自
分
の
宿
命
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

満
十
五
歳
以
後
、
書、
く、
こ、
と、
が
彼
の
生
活
の
中
心
で
あ
つ
た
。
自
分
は
作
家
と
な
る
べ
く
生
れ
つ
い
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
信
念
は
、
何
時
、

又
、
何
処
か
ら
生
じ
た
も
の
か
、
自
分
で
も
解
ら
な
か
つ
た
が
、
兎
に
角
十
五
六
歳
頃
に
な
る
と
、
既
に
、
そ
れ
以
外
の
職
業
に
従
つ
て
ゐ

る
将
来
の
自
分
を
想
像
し
て
見
る
こ
と
が
不
可
能
な
迄
に
な
つ
て
ゐ
た
。(

中
略)

病
気
が
行
為
へ
の
希
求
を
絶
つ
て
以
来
、
人
生
と
は
、

私
に
と
つ
て
、
文
学
で
し
か
な
く
な
つ
た
。
文
学
を
創
る
こ
と
。(

中
略)

私
は
蚕
で
あ
つ
た
。
蚕
が
、
自
ら
の
幸
、
不
幸
に
拘
は
ら
ず
、

繭
を
結
ば
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
や
う
に
、
私
は
、
言
葉
の
糸
を
以
て
物
語
の
繭
を
結
ん
だ
だ
け
の
こ
と
だ
。(

中
略)

俺
は
、
物
語
を
書
く
こ

と
し
か
今
ま
で
考
へ
た
こ
と
が
無
か
つ
た
。

実
際
に
、
中
島
の
二
五
歳
頃
書
い
た
メ
モ

｢

断
片
九｣ (�)
か
ら
、
小
説
や
詩
を
書
き
、
作
家
に
な
り
た
い
強
い
願
望
、
お
よ
び
そ
の
才
能
が
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦
燥
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
頃
か
ら
書
き
継
が
れ
て
い
た
未
定
稿
作
品

｢

北
方
行｣

に
お
い
て
、
中

島
の
分
身
の
一
人
と
い
え
る
黒
木
三
造
は

｢

自
分
は
作
家
と
な
る
や
う
に
生
れ
つ
い
て
ゐ
る
。
誰
が
何
と
い
は
う
と
、
そ
れ
は
定
ま
つ
て
ゐ
る

一
九
二



の
だ｣

と
宿
命
的
に
考
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
自
分
が
生
ま
れ
な
が
ら
の
作
家
で
あ
る
と
い
う
中
島
の
自
意
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

南
洋
に
滞
在
し
た
時
、
原
稿
用
紙
を
持
参
し
、
本
来
何
か
書
こ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
の
暑
さ
と
体
調
不
良
で
、
何
も
書
か
ず
に
、
時
間
を

無
駄
に
す
る
こ
と
を
悔
し
く
思
い
、
自
分
の
志
す
こ
と
に
専
念
で
き
な
い
こ
と
を
口
惜
し
く
思
う
気
持
ち
を
妻
タ
カ
宛
の
書
簡

(

一
九
四
一
年

十
一
月
九
日
と
同
年
十
二
月
二
日)

に
綴
っ
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
中
島
敦
は
作
家
と
し
て
活
動
し
た
期
間
は
余
り
に
短
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
二
月
号
の

『

文
学
界』

に

｢

古
譚｣

二
篇

(｢

山
月
記｣

｢

文
字
禍｣)
を
発
表
し
て
か
ら
、
同
年
十
二
月
四
日
に
亡
く
な
っ
た
時
ま
で
の
わ
ず
か
十
ヶ
月
の
間
で
あ
る
。
し
か
も
、
主
な
作

品
は

｢

山
月
記｣

｢

光
と
風
と
夢｣

以
外
、
ほ
と
ん
ど
は
一
九
四
二
年
三
月
に
南
洋
か
ら
帰
っ
た
後
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
創
作
集

『

光
と
風
と
夢』

と
第
二
作
品
集

『
南
島
譚』

の
出
版
契
約
が
相
次
い
で
結
ば
れ
、
文
名
が
あ
が
っ
た
中
島
は
つ
い
に
作
家
と
し
て
生
活
し
て

い
く
こ
と
を
決
意
し
た
が
、
そ
の
ほ
ぼ
五
ヶ
月
後
の
一
九
四
二
年
十
二
月
四
日
に
、
死
の
床
で

｢

書
き
た
い
、
書
き
た
い｣

、｢

俺
の
頭
の
中
の

も
の
を
、
み
ん
な
吐
き
出
し
て
し
ま
い
た
い｣ (�)
と
夫
人
に
涙
を
た
め
て
語
っ
た
。

そ
の
お
よ
そ
一
ヶ
月
前
、
中
島
は
喘
息
に
苦
し
み
な
が
ら
、
最
後
の
作
品
で
あ
る
エ
ッ
セ
イ

｢

章
魚
木
の
下
で｣

を
書
き
上
げ
た
。｢

章
魚

木
の
下
で｣

に
お
い
て
、｢

戦
争｣

と

｢

文
学｣

は
全
く
違
う
も
の
で
、｢

文
学｣

が

｢

戦
争｣

に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
文
学
観
を

語
る
と
同
時
に
、
戦
時
下
に
お
い
て
、
文
学
作
品
に
功
利
的
に
国
策
的
色
彩
を
施
し
て
い
る
時
代
便
乗
的
な
人
々
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

｢

文
学
を
高
い
所
に
置
い
て
ゐ
る｣

た
め
に
、
そ
の

｢

代
用
品
の
存
在
を
許
し
た
く
な｣

く
、｢

出
来
な
け
れ
ば
出
来
な
い
で
、
ほ、
ん、
も、
の、
の
出

来
る
迄
待
つ
ほ
か
は
無
い｣

と
宣
言
し
て
い
る
。
文
学
の
純
粋
性
を
守
り
、
文
学
で
戦
争
に
協
力
し
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
読
み
と
れ
る
。

｢

戦
争
と
い
ふ
環
境
の
な
か
で
、
大
部
分
の
小
説
が
文
学
で
あ
る
こ
と
を
抛
棄｣ (�)
し
て
し
ま
っ
た
時
代
、
戦
争
賛
美
の
よ
う
な
も
の
を
書
け

ば
、
す
ぐ
に
文
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、｢
書
き
た
い
、
書
き
た
い｣

と
い
う
強
い
意
気
込
み
を
持
ち
な
が
ら

も
、
国
策
的
色
彩
を
帯
び
た
文
学
作
品
を
書
か
な
い
姿
勢
を
貫
き
、
最
後
ま
で
文
学
の
芸
術
性
を
守
り
、｢

ほ
ん
も
の｣

が
出
来
る
ま
で
待
つ

こ
と
は
、
中
島
が
作
家
と
し
て
の
良
心
と
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

一
九
三



お
わ
り
に

本
稿
は

｢
光
と
風
と
夢｣

に
お
け
る

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

か
ら
の
創
作
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
時
代
背
景
と
結
び
つ
け
、
作
者
の

書
簡
・
日
記
・
手
帳
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
彼
の
時
代
意
識
お
よ
び
創
作
方
法
の
変
化
を
追
究
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
島
敦
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
に
感
情
移
入
し
、
植
民
地
制
度
に
対
し
て
批
判
を
行
い
、
戦
時
中
の
作
家
と
し
て
の
使
命
感
を
表

し
て
い
る
と
同
時
に
、
創
作
方
法
に
つ
い
て
悩
み
、｢

筋｣

・｢

事
件｣

を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
創
作
方
法
の
飛
躍
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。

今
回
は
、『V

A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

を
基
に
創
作
し
た
部
分
の
み
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『V

A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

以
外
に
も
、
ほ
か
の
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
評
伝
な
ど
か
ら
の
創
作
部
分
も
あ
る
た
め
、
今
後
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
も
課
題
に
し
た

い
。注

(

１)

中
島
敦
は
一
九
四
一
年
六
月
に
国
語
教
科
書
編
修
書
記
と
し
て
南
洋
庁
に
赴
任
す
る
直
前
、｢

光
と
風
と
夢｣

の
ほ
か
、｢

山
月
記｣

や

｢

文
字
禍｣

の
原
稿
を
深
田
久
彌
に
預
け
た
。
い
ず
れ
も
深
田
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
中
島
が
南
洋
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、『

文
学
界』

へ
の
掲
載
が
決
ま
っ
た
。

｢

山
月
記｣

と

｢

文
字
禍｣

は
翌
年
二
月
号
に
、｢

光
と
風
と
夢｣

は
同
年
五
月
号
に
発
表
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
戦
時
下
の
紙
の
統
制
で
、
全
二
十
章
の

う
ち
、
十
、
十
一
、
十
四
、
十
六
章
の
四
章
を
省
く
こ
と
に
な
っ
た
。

(

２)

中
島
敦
は
生
前
二
つ
の
単
行
本
し
か
出
版
し
て
い
な
い
。
二
冊
目
の
単
行
本

『
南
島
譚』

は
、
彼
が
南
洋
か
ら
戻
っ
た
後
、
南
洋
に
お
け
る
見
聞
に

基
づ
い
て
執
筆
し
た
作
品
を
含
め
た
十
五
篇
の
短
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

(

３)

岩
田
一
男

｢『

光
と
風
と
夢』

とV
ailim

a
L
etters｣

、『

一
橋
大
学
研
究
年
報
・
人
文
科
学
自
然
科
学
研
究』

一
九
五
九
年
三
月

一
九
四



(

４)

中
島
敦
の
旧
蔵
書
に
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
著
書
が
五
冊
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は

『V
IR
G
IN
IB
U
S
P
U
E
R
ISQ
U
E
F
A
M
IL
IA
R
ST
U
D
IE
S
O
F

M
E
N
&
B
O
O
K
S
』

、『ST
R
A
N
G
E
C
A
SE
O
F
D
R
.
JE
K
Y
L
L
A
N
D
M
R
.H
Y
D
E
』

、『T
H
E
M
E
R
R
Y
M
E
N
&
O
T
H
E
R
T
A
L
E
S
』

、

『M
E
M
O
R
IE
S
A
N
D
F
O
R
T
R
A
IT
S』

、『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

で
あ
る
。

(

５)
｢

光
と
風
と
夢｣

は
第
十
五
回
芥
川
賞
の
候
補
作

(

計
二
十
三
篇)

に
選
ば
れ
、
石
塚
友
二
の

｢

松
風｣

と
と
も
に
最
終
の
候
補
作
に
残
り
、
川
端

康
成
と
室
生
犀
星
に
賞
賛
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
年
の
芥
川
賞
が
該
当
作
な
し
と
い
う
こ
と
で
、
受
賞
は
で
き
な
か
っ
た
。｢

光
と
風
と
夢｣

の
主
題

が
多
岐
に
わ
た
る
と
多
く
の
選
考
委
員
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
岩
田
一
男
氏
は

｢

生
活
、
事
件
、
作
品
と
主
題
が
い
く
つ
か
に
割
れ
て
い
る｣

と
い
う
ま
と
ま
り
の
な
い
小
説
だ
と
指
摘
し
て
い
る

(

岩
田
一
男

｢『

光
と
風
と
夢』

とV
ailim

a
L
etters｣

『

一
橋
大
学
研
究
年
報
・
人
文
科
学
自
然

科
学
研
究』

一
九
五
九
年
三
月)

。

(

６)

深
田
久
彌
の
推
薦
で
、｢
光
と
風
と
夢｣

を
読
ん
だ

『

文
学
界』

編
集
者
河
上
徹
太
郎
は
、｢

と
に
か
く
こ
ん
な
に
は
つ
き
り
し
た
人
間
像
は
珍
し
い

し
、
舞
台
は
面
白
い
し
、
内
容
は
時
局
的
だ
し
、
イ
メ
ー
ヂ
は
豊
富
だ
し
、
僕
は
す
つ
か
り
惚
れ
込
ん
で
、
長
さ
に
構
は
ず
載
せ
た
い
の
だ｣

(｢

中
島

宛
書
簡｣

、『

中
島
敦
全
集』

第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
五
月)

と
、
こ
の
作
品
を
絶
賛
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
佐
々
木
充
氏
は
、
ス
テ
ィ

ヴ
ン
ス
ン
は
も
と
も
と

｢

国
策
に
対
し
て
頑
強
に
反
抗
す
る
人
物｣

で
あ
る
た
め
、｢

そ
う
い
う
主
人
公
の
登
場
す
る
小
説
が
、｢

時
局
的｣

で
あ
る
は

ず
が
な
い｣

と
、｢

河
上
は
誤
読
し
て
い
る｣

(｢
昭
和
十
七
年

中
島
敦

『

光
と
風
と
夢』

丹
羽
文
雄

『

海
戦』｣

、『

解
釈
と
鑑
賞』

一
九
八
三
年
八
月)

と
述
べ
て
い
る
。

(

７)

荒
正
人

｢

中
島
敦
論｣
(

一
九
六
一
年
四
月
文
治
堂
書
店
刊

『

中
島
敦
全
集』

補
巻
、
月
報

｢

ツ
シ
タ
ラ
五｣)

、『

中
島
敦
全
集』

別
巻

(

筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
二
年
五
月)

に
所
収

(

８)

濱
川
勝
彦

｢

中
島
敦

｢

光
と
風
と
夢｣

の
一
側
面

サ
モ
ア
紛
争
史
の
意
味

｣

、『

叙
説』

一
九
八
六
年
三
月

(

９)

齋
藤
一

｢

中
島
敦
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
を
読
み
破
る｣

、『

立
命
館
言
語
文
化
研
究』

十
四

(

一)

、
二
〇
〇
二
年
五
月

(

10)

酒
見
優
里

｢『

光
と
風
と
夢』

に
お
け
る
中
島
敦
の
反
戦
思
想｣

、『
清
泉
語
文』

二
〇
一
二
年
三
月

(

11)

山
下
正
史

｢『

光
と
風
と
夢』

論｣
(『

日
本
近
代
文
学』

第
五
四
集
、
一
九
九
六
年
五
月)

、
山
下
正
史

『

中
島
敦
と
そ
の
時
代』

(

双
文
社
出
版
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月)

に
所
収

(

12)

注

(

３)

岩
田
一
男
氏
前
掲
論
文

(

13)

注

(

３)

岩
田
一
男
氏
前
掲
論
文

｢

光
と
風
と
夢｣

と

『V
A
IL
IM
A
L
E
T
T
E
R
S』

一
九
五



(

14)

勝
又
浩

｢

生
誕
１
０
０
年
目
の
中
島
敦｣

、『

大
人
読
み

｢

山
月
記｣』

(

明
治
書
院
、
二
〇
〇
九
年
六
月)

に
所
収

(
15)

拙
文

｢

中
島
敦
の
南
洋
物
に
み
ら
れ
る
そ
の
時
代
意
識
―

｢

マ
リ
ヤ
ン｣

を
中
心
に｣
(『

大
妻
国
文』

第
四
十
五
号
、
二
〇
一
四
年
三
月)

を
参
照

(
16)
拙
著

『

新
し
い
中
島
敦
像』

―
そ
の
苦
悩
・
遍
歴
・
救
済』

(

桜
美
林
大
学
北
東
ア
ジ
ア
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月)

を
参
照

(

17)
注

(
９)

齋
藤
一
氏
前
掲
論
文

(

18)

一
九
二
七
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
芥
川
龍
之
介
は

｢

文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な｣

を

『

改
造』

に
連
載

(

芥
川
の
死
に
よ
っ
て
中
断)

し
、
同
誌
上
に

｢

饒
舌
録｣

を
連
載
中
の
谷
崎
潤
一
郎
と

｢

小
説
の
筋
論
争｣

を
展
開
し
て
い
た
。

(

19)

注

(

16)

拙
著
を
参
照

(

20)
｢

断
片
九｣

は
創
作
年
代
不
明
で
は
あ
る
が
、
な
か
に

｢

二
十
五
歳｣

と
書
い
て
い
る
た
め
、
一
九
三
四
年
に
書
き
残
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

以
下
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

｢

失
業
者
、
つ
ま
り
文
学
を
や
り
た
い
な
ぞ
と
不
量
見
を
起
し
て
ゐ
る
男
で
あ
る
。(

略)

彼
は
町
を
歩
い
て
ゐ
た
。
こ
の
こ
ろ
彼
は
次
第
に
自
分
の
才

能
に
対
す
る
詩
人
を
な
く
し
て
行
つ
た
。(

略)

次
の
や
う
な
文
句
が
で
き
上
つ
て
き
た
。
そ
れ
は
詩
で
は
な
か
つ
た
。
彼
は
、(

小
説
を
か
き
た
い
と

思
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど)

詩
な
ん
ぞ
、
か
い
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。(

中
略)

私
は
も
う
廿
五
だ
。
私
は
何
か
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、
一
体

私
に
何
が
で
き
る
。｣

(

21)

中
島
タ
カ

｢

思
い
出
す
こ
と
な
ど｣

、『

中
島
敦
全
集』

別
巻

(

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
五
月)

に
所
収

(

22)

荒
正
人
氏
が
始
め
て
中
島
敦
の
名
を
知
っ
た
の
は
一
九
四
二
年
五
月
号
の

『

文
学
界』

に
出
た

｢

光
と
風
と
夢｣

で
あ
る
。｢

戦
争
と
い
ふ
環
境
の

な
か
で
、
大
部
分
の
小
説
が
文
学
で
あ
る
こ
と
を
抛
棄
し
て
ゐ
た
と
き
な
の
で
、
そ
れ
は
際
立
つ
て
香
気
つ
よ
い
印
象
を
残
し
た｣

と
い
う
回
想
を
書

き
残
し
て
い
る
。(

荒
正
人

｢

中
島
敦
氏
の
こ
と｣

、｢

中
島
敦
全
集
通
信
、
第
一
号｣

、『

中
島
敦
研
究』

(

筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
十
二
月)

に
所
収)

。

※

中
島
敦
の
作
品
の
本
文
の
引
用

(

傍
点
を
含
む)

は
全
て

『

中
島
敦
全
集』

(

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年)

に
よ
る
。
た
だ
し
、
旧
字
は
全
て
新
字
に

改
め
た
。

一
九
六


